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18三門から大殿に向かう18段の石段の数は、阿弥陀如来の48の請願のうち（最も重要とされる）第18番目の請願を表す。
25 中庭から大殿に至る25段は石段の数は、25菩薩を表す。
48 三門から大殿までの48間（１間はおよそ２メートル）という距離は、阿弥陀如来の48願を表す。
50 大殿を建てる際、奈良から10万枚の屋根瓦を運ぶのに使ったトラックの数。総重量は約500トンにおよんだ。
108 大門から三門までの108間という距離は、108の煩悩を表す。
120 光摂殿にある天井絵の数。
1,300 境内の北側の端に並んでいるお地蔵様の数。




